
東海大学九州教育活性化プロジェクト

「アグリ実学スキルアップ支援プログラム」

略称：アグラップ

Agriculture + up↑

農学部



東海大学農学部卒業生の長所

 知識があるだけではなく，

ひと通りのことができる

 農学部卒業生は即戦力 

⇒ 現場に強い

 実学尊重

 実習施設との一体型キャンパス

 技術職員の高い技能と教育能力

 ３年次生からの研究室配属



正課実習からアグラップ（スキルアップ）へ

・受講者数制約
・時間的季節的内容の制約

実習やり足りない！！

農学教育実習センターの技術者が実働する実践場に入り実習を行う

正課実習

たくさん実習したい

 広い視野を持って
  経験をしたい！

他学科の実習は

何をやってるの

自分の好きなことを
見つけたい！

何か自分を変える

きっかけが欲しい

なにより現場で

実習がしたい！

正課実習時より

詳しく知りたい

アグラップとして

農場
牧場

加工場

TOKAI生

実学スキルの向上を支援する実践的かつ主体的学習機会の提供

・学生の主体性？

学内インターンシップ



実践応用型プログラム

実習プログラム

栽培技術関連

家畜飼養技術関連

食品加工技術関連

農作業安全講習関連

● 地域資源循環活用型

プログラム

● 基本プログラム

農学の学びを発展させ社会に貢献

自らの技術・知識の向上

地域の伝統的な資源を活かす
活動，自ら学び・社会にも還元



 基本プログラム（38回実施，137人）
・栽培技術関連プログラム（5回：15人）

 ・家畜飼養技術関連プログラム（20回：54人）
 ・農作業安全講習関連プログラム（7回：58人）
 ・食品加工技術関連プログラム（6回：10人）

水田管理（除草，収穫）

搾乳 妊娠鑑定 ベーコン水洗い

トラクタ
（耕うん）

ドローン
講習

2023年度の例



 地域資源循環活用型プログラム（1回実施，6人）

 実践応用型プログラム（3回実施，10人）
・生涯学習講座助手（2回：8人）

 ・かもめ幼稚園体験学習（1回：2人）

「阿蘇のあか牛・草原牛プロジェクト」

小国牧野の
植生調査

花の寄せ植
え実習体験

2023年度の例



2023年度の成果は？

参加学生に実習後，Formsでアンケートを実施
（96名回答）

活動の評価

アグラップで作った門松（2023.12.28）

2023年度の例



プログラムの内容は満足しましたか？

非常に満足 97 （80）%

まずまず満足 3 （18）%

どちらともいえない 0 （1）%

やや物足りない 0 （1）%

非常に物足りない 0 （0）%

満足度は著しく高く，昨年度を大きく上回る

（ ）内は昨年度

学生の要望に沿った内容になっている

100％



プログラムの内容は理解できましたか？

大変良く理解できた 71 （65）%

良く理解できた 24 （32）%

理解できた 5 （2）%

あまり理解できなかった 0 （1）%

理解できなかった 0 （0）%

「大変良く理解できた」が増加

（）内は昨年度

技術・知識の獲得に大いに役立ったことが明らか

100％



技術を身につけられましたか？

「かなり見ついた」が顕著に増加

かなり身についた 68 （48）%

まずまず身についた 30 （41）%

どちらともいえない 1 （11）%

さほど身につかなかった 1 （0）%

全く身につかなかった 0 （0）%

（）内は昨年度

的確な技術指導がなされている

98％
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アグラップで得た知識や技術を今後活かせそうか？

28%

55%

12%
5%

授業や
研究室
活動で

学生
生活
で

2021 2022 2023

68%

27%
4%
1%

69%
23%

8%

かなり活かせそう 少し活かせそう どちらともいえない

あまり活かせない 全く活かせない

活かせる：92％

活かせる：95％
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2021

・阿蘇の放牧の⽅式も取り⼊れられたらと考えた．
・農業への興味がさらに深まった．
・将来の選択肢が広がった．
・農機具系の会社への就職も考えた．
・⽶の栽培や加⼯をやってみたいと思った．
・⾷品加⼯や衛⽣管理に興味を持った．

37%

27%

29%

4%
3%

活動が卒業後の進路を考えることに影響を与えましたか？

2022 2023

かなり影響を受けた

少し影響を受けた

どちらともいえない

あまり影響を受けなかった

全く影響を受けなかった

影響を受けた：
92％
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「自ら考える力」

「集い力」

かなり伸ばせた まずまず伸ばせた どちらともいえない

さほど伸ばせなかった 全く伸ばせなかった

4つの力は育まれたか？

2021 2022 2023

伸ばせた：95％

伸ばせた：92％
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40%

49%

11%

「挑み力」

「成し遂げ力」

76%

19%

5%

74%

24%
2%

かなり伸ばせた まずまず伸ばせた どちらともいえない
さほど伸ばせなかった 全く伸ばせなかった

4つの力のは育まれたか？

20232021 2022

伸ばせた：95％

伸ばせた：98％
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アグラップ 

内発的動機づけの高い学生 

 多角的視点と実学スキルの向上
 自発的学習機会の拡大
キャリア教育的機能（日本農業技術検定など）

技術職員のFD・SD

自ら積極的に
働きかけることが
苦手な現代の学生

学生が自発的・能動的に協力し合い取り組む
“4つの力”の醸成の場



 アグラップの活動はメディアやSNS・大学ホームページ等に掲載

2022年10月27日西日本新聞



Webサイトとパンフレット等に掲載

日本農業技術検定 2023年度2級優秀団体賞
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アグラップ 

内発的動機づけの高い学生 

 実学スキル向上と自発的学習機会の拡大
学生が自発的・能動的に協力し合い取り組むことで4つ
の力を育む

キャリア教育的機能（資格取得へのアドバンテージ：日
本農業技術検定）

学部学科を超えた学生間交流の場

まとめ



アグラップで
主体性を育み、確かな技術を身につけよう！

アグラップで作った門松


